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抗原をコードする遺伝子を抗原提示細胞 (APC) 内で発現させ、細胞
性免疫を誘導する DNA ワクチン療法が注目されている。効果的な細胞性免疫を
誘導するために、DNA ワクチンを APC 選択的かつ高効率に導入可能なキャリア
の開発が期待されている。これまで我々は、ポリアミドアミンデンドリマー (G2) 
と α-シクロデキストリンとの結合体 (α-CDE (G2)) に APC 標的リガンドとして
マンノースを修飾した Man-α-CDE (G2) を調製し、DNA ワクチン導入用キャリア
としての有用性を検討した。 Man-α-CDE (G2)  (MR) 
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